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当メールニュースではイベントのお知らせや公募情報等、 

産学連携に関する情報をお流しいたします。 

会員の皆様への情報の配信をご希望の方は、news@j-sip.org 

あるいは産学連携学会事務局（j-sangaku@j-sip.org) までお寄せください。 

バックナンバー：http://j-sip.org/mail_news.htm 

 

 

[[[[ ヘッドライン ]]]] 

――――――――――――――――――――――――――――――――― 

第 15 回大会の各セッションの座長により、それぞれの講演の要点やセッ 

ションのまとめを作成していただきました。会員の皆様に「座長報告」と 

してお届け致します。 

 

産学連携学会第 15 回大会 

一般講演、オーガナイズドセッション、座長報告(9) 

 

－ 日韓ワークショップ －             座長  小野浩幸／山形大学 

－ コーディネータ －           座長   伊藤慎一／秋田大学 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

日韓ワークショップ                     座長   小野浩幸／山形大学 

6 月 16 日(金)第 2日目 E会場(9：00～11：00) 

 

 日韓ワークショップは、2013 年 11 月に産学連携学会と韓国産学協力学会が 

国際交流協定（MOU）を締結したことに伴い、大会中にオーガナイズドセッ 

ション形式で行ったものである。一昨年の北見大会、昨年の浜松大会に続き、 

３回目のワークショップとなった。 



 ３回目となるワークショップでは、イノベーション人材創出について、世 

界では新たな産学連携モデルが台頭してきていることに着目し、「最もイノ 

ベーティブな大学の世界ランキング」において、米国以外でトップ 10 に唯一 

ランキングされた韓国の実態を聞きつつ、日韓の比較からそれぞれの人材育 

成の課題について考えることにした。 

 最初に、韓国漢陽大学 ERICA キャンパスにおける教育改革に関して、漢陽 

大学教授であり、韓国産学協力学会の名誉会長である Woo-Seung Kim 教授が 

基調講演を行った。次に、日本における産学連携産業人材教育に関して、静 

岡大学理事であり、産学連携学会副会長である木村雅和教授が基調講演を行 

った。 

 これらの基調講演を受けて、後半では基調講演者２名に加え、韓国産学協 

力学会の会長である Seung Lee 教授、そして日韓比較研究に詳しい兵庫大学 

の李良姫教授、兵庫県立大学の李素婷助教をパネリストにパネルディスカッ 

ションを行った。パネルディスカッションでは、産学連携による PBL(Problem 

Based Learning)教育に対する意識やカリキュラムの違いが指摘され、それ 

ぞれに学ぶべき事項について議論が交わされた。 

 

------------------------------------------------------------------- 

 

コーディネータ              座長   伊藤慎一／秋田大学 

6 月 15 日(木)第 1日目 A会場(11：45～12：30) 

 

 本セッションでは、産学連携を推進する上で重要な役割を担う、コーディ 

ネータの活動の育成と実践という観点から３件の発表があった。伊藤正実 

（群馬大学）は、群馬大学、宇都宮大学、茨城大学で構成され、その教育を 

広く他大学まで拡充して行っている“多能工型”研究支援人材育成コンソー 

シアムの活動を通して、これまでに判明したコーディネータの職能獲得につ 

いて報告した。特に、コーディネータの業績評価と調整能力をプロットした 

結果、これらについては、一定の相関が得られる傾向が見られたことから、 

今後コーディネータのスキルを客観的に判断する指標の一つとして活用する 

ことの可能性を示した。大石博海（長崎大学）は、医療現場ニーズをものづ 

くり企業につなぐ一連の手法について、実務的なアプローチから具現化する 

ためのプロセスの獲得について報告した。特に、公開情報による研究概要を 

提供し、その内容について企業とマッチングを図り、競争的資金の獲得につ 

なぐプロセスの重要性と自らの取り組みについて、課題解決型の医工連携と 

先進事業につなぐプロジェクト型医工連携の２つの必要性を示した。野口卓朗 



（有明高専）らは、若手の産学連携コーディネータの育成の重要性について 

報告した。特に、共同研究と街中の活性化の観点から、大牟田市まちづくり 

基金事業を活用し、まちなかシリコンバレー設立準備会の設置や、共同研究 

オリエンテッドによるアカデミア発ベンチャー株式会社 ASK を誘致するなど 

して、人工知能活用技術者の育成を行うことを目指している。 

 これらのコーディネータの育成および活用スキームは、我が国の産学連携 

の深化に伴い、重要な取り組みとしてもっと議論されるべきテーマである。 

３名の報告者の取り組みがますます向上されることを期待する。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

                                以上 

 


